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明治 四 年。 群 馬縣館 林に-崖 鉈林 藩士の 家に 生まる。 

明治 九 年 (ハ、 歳)。 ほに 從 つて 上京、 謦 1§廳 に 勤務せ る 父の 許に 到る。 

明治 十 年 (七？。 父、 西南の役に 戰死。 母に 伴 はれて 歸鄕。 

明治 十四 年 (十 ； 歳)。 上京。 京 橋の 一 書肆の 丁稚と なる。 

明：？ 5 十五 年 ( 卜 二 歳)。 丁稚奉公 を やめて 歸鄕。 

明お いた， 年 (十三 歳)。 漢翠を 藩儒 田 某に 舉び始 む。 

明治 十九 年 (十六 歳)。 ； 家 上京。 「親 才新 誌」 に 漢詩、 漢义を 投稿。 

明治 二十 二 年 (十九 歳)。 和歌 を娃園 派の 一宗 11^ に學 ぶ。 

明治 二十 三年 (二十歳)。 英語 を 野 島 某に 學び 、爾来 泰西の 新文學 を涉獵 す。 

明治 一 一十 四 年 (一 一十 一 歳)。 尾 崎 紅葉 を訪 ひ、 江 見 水 蔭を訪 ふ。 爾後 水 藤の 指導 を受 く。 初めて 一 短篇 小 說を發 表 „ 

明治； 不五年 G 一十一 一歳)。 ュ •《 ゴ ー の飜案 「山家 水」。 高瀨文 淵、 松 岡 (柳 田〕 國男、 太 田 玉 若ら と 相 知る。 

明治 二十 六 年 (二十 三 歳)。 トルストイの 「コ、 ザッ クス」 を飜譯 出版。 

明治 二十 七 年 (二十 四 歳)。 獨逸語 を學び 初む。 

m 山 花代み  、三 
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明治 二十 八 年 (二十 五 歳)。 水 蔭の 紹介で 中央 新聞社に 入社、 四 ヶ月に して 返 社。 

明治 二十 九 年 (二十 六 歳)。 島 崎 藤 村、 國木田 11 歩と 相 知る。 

明治 三十 年 (二十 七 歳)。 |§ 歩、 ； 土茗、 國 男ら と 共著の 詩集 「抒情詩」 出版。 

明治 三十 二 年 (二十 九 歳)。 結婚。 博 文 館 編輯^に 人る。 

明治 三十 四 年 (三十 一 歳)。 「野の花」 (.H 然 主義 以前の 代表的 作品の 一 つ〕。 

明治 三十 五 年 (三十 二 歳)。 「重 右衞 I： の 最後」 を發 表。 後の 自然主義 的 -2 向 を豫 示した もの。 

明治 三十 七 年 (三 卜 s; 歳)。 論文 r 露骨なる 描寫」 を發 表。 私 §^ 眞 班の 一記 者と して 日露 戰 爭に從 軍。 

明治 三十 八 年 (三十 五 歳)。 「名 張 少女」。 

明治 三十 九 年 Q; 十六 歳)。 「文章 世界」 を 創刊、 主宰す。 やがて 自然主義 運動の 牙城と なった ものである。 

明治 ra: 十 年 G 一； 十七 歳)。 「蒲 團」。 作者の 一 轉機を 割した 作品で あると 同時に、 ，：！ 然 主-ま 小說の 代表的 作品と なった。 

明 is 四十 一 年 (三十 八 歳 >。 長篇 「生」。 ， 績 いて 長篇 「妻」 の 稿を始 む。  ■ 

明治 四十 二 年 (三十 九 歳)。 「妻」 を 脱稿。 つづいて 長篇 「田舍 教師」。 感想 集 「インキ 壷」。 

明治 四 十三 年 (四十 歳)。 長篇 一， 緣」。 「生」 「妻」 と共に 三部作 をな す もの。 

大正 元年 (四十 二 歳)。 博 文 館 を；^ く。 

大正 二 年 (四十 三 歳)。 二 握の 藁」。 精神的 動搖の 跡が 顯 著に 現 はれ 出した。 

大正 五 年 (四十」 へ 歳/ 信 州 富 士兑の 一 山 莊に數 ヶ月 全く 孤獨の 生活 を. る。 

大正 六 年 (四十 七 歳/ 「ある 僧の 奋 績」。 r 殘 雪」。 作者の 藝 術の 上に 一 轉機を 劃す る もの。 明かに n 然主義 を 逸脱して ぉ敎的 

哲學 的な 境地に 入つ てゐ る。 

大正 七 年 (四十 八 歳〕.。 r 殘 を Mgi として、 S び藝 術の 世界に 落着き 始めた。 


昭和 ：ム 年 (六十 歳)。 死。 

以上 を 私 は、 花 袋のお 子と して また 友人と して 最も 相 近かった 前 田 M の 花 袋 年譜に 從 つて 摘記した。 彼の 敎 養と 閱 

歷體驗 の輪廊 を：： 小し、 かたがた、 その fsi 要な 作" i の 年代 を 擧げる こと を 3= としたが、 g: に 自然主義 作家と しての 彼 を 

屮心 として、 そこから 一 つの 遠近法 を與 へた。 また、 彼が その 文學的 活動の 初めから 晚 年に 到る まで 紀行文 家と して 

著名であった 一 面 を：： 小す 火 小 幾多の 旅行 は、 彼の 生活に も文舉 にも 相當な 意味 を もって ゐる もので は あるが、 一 切 之 

を 省いた。 

しかし これ だけの 中に、 極めて 僅かな 明治 大正 文 學史の 知識 を豫想 すれば、 われわれ は 彼の 文舉的 發展の 如何なる 

ものであった か を、 义從 つて 彼の 「自然主義」 の 彼 自身の 全發^ に 於け る 化 地 を 知る ことができる であらう。 

彼 は先づ 最初 说友 社に 近づいた。 ついで、 當 時の 口 マン ティ シズム と 結びついて ゐ た：： 情 詩の^ 界に 人った。 その 

前後からの 戀 愛小說 11 突し い 山水 を 北 = 景 にした 美しい お 女の 美しい 戀 物語。 それから 一 轉 して 自然主義の 最も； 敢 

な 主張者と なり 代 ^的 作家と なった が、 やがて 精神的に も 制作 的に も 行 きづまり、 數年 の 動搖と 苦悶と を經 て、 自 

然 主義 を逸脫 、「ある^の 奇蹟」 や 「殘 雪」 に 示されて ゐる やうな 一種の 宗敎的 境地に 住する に 至り、 それによ つて" 科 

び藝 術の 世界に 落着く ことができ たので ある。 

ところで われわれが 直ちに 氣づ くこと は、 この 彼の 發展轉 身が 常に 時代の 文學 運動 の 發展轉 身 に 並 行し てゐる こと 

である。 硯友 社の 時代に は硯友 社に、 & マ ンテ イシ ズムの 時代に は C マ ン ティ シズム に、 そして 自然主義の 時代に は 

自然主義に。 11 尤も、 その 自然主義の 時代に 於いて は 彼 は 最も 勇敢な 理論的 主張者と して、 代^的 作家と して、 そ 
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の 先頭に 立った ので あるが、 しかし それと て III 三十 五 年の 「重お 衞 門の 最後」 は 未だ 古い 鼓 を 一杯 くっつけて 當 S 

及び それ 以前の 獨步の 作品に 及ばぬ し、 その 頃の 泰西 自然主義の 紹介 は讀書 子と しての 單 なる 紹介で あり、 三十 七 年 

の 「露骨なる 描寫」 も 畢竟 まだ 臆病な 手探りであった。 そして 彼の 決然たる 轉向を 示す ra 十 年の 「蒲 圑」 は、 實に三 

十九 年の 藤 村の 「破戒」 その他の 直接な 刺戟に よる ものである。 

それ は から 歸 つて 來た翌 々年、 戰 sf- のす つかり 了った 翌年であった。 償金 は 取れなかった が、 社 會は戟 勝の 影鄉： で、 す 

ベて 生々 として 活 氣を帶 びて ゐた。 文壇 も、 もう 島 崎 君の 「破戒」 が 出て、 非常に 喝采 を 博し、 國木田 君の r^g 步添」 も 漸く 

世に 認められて、 再版 三 版の 好況 を呈 した。 「やう やく われわれの 時 になって 來さ うだ ぞ。」 かう 國木田 君 は 笑 ひながら 言 

つた。 

私 は 一入 取殘 された やうな 氣 がした。 戰爭に は 行って 來 たが、 作と して はま だ 何もして ゐ ない。 小 諸 や，： 出て 來て、 火 \ 保 

の 郊外で、 トタン 屋根の 熱い 下で、 袒で島 崎 君が 努力した 形な ど を兑て 知って ゐ るので、 殊に 堪らない。 何 か 書かな くち やな 

ら ない。 かう 思って 絶えず 路 を^いて ゐて も、 何も 嘗 けない。 私 は 牛ば 失望し、 牛ば 焦燥した。 

處へ 「新 小說」 から 賴 みに 来た。 

「書いて みませう。」 私 は 息 込んで 言った。 

私 は 今度 こそ 全力 を擧げ なげれば な.， T ない と 思った。 社へ 往復の 途中、 新たに 開けた 郊外の 泥 潭. ぬい 路を、 長靴 か 何 かで、 

いかに 深く 製作の ことに 就いて g. を惱 したで あらう。 あれで もない。 これで もない。 かう いふ 風に 考 へて は 打消し、 打消して 

は考 へた。 

丁度 其 頃 私の 頭と 體とを 深く 動かして ゐ たの は、 ゲル ハルト • ハウプトマンの "Eii§c  Meuschen" であった。 フ オケ ラ 

アトの 孤獨は 私の 孤獨の やうな 氣 がして ゐた。 それに 家庭に 對 しても、 事^に 對 しても、 今までの 型を败 壊して、 何 か 新しい 


路を 開かなければ な になかった。 幸 ひに して 私 は 外 瞬 —— 殊に 歐洲の 新 思潮 を、 歪みな りに も 多い 讀 書から 得て 來てゐ た。 ト 

ルス トイ、 イブセン、 スト リンドべ ルヒ、 -ーィ チェ、 さう いふ 人達の 思想に も、 W: 紀 末の 苦艱の 形が、 名殘 なく あら はれて ゐ 

る やうな 氣 がした。 私 も 苦しい 道 を 歩きたい と 思った。 世間に 對 して 戰 ふと 共に a:. しに 對 しても！ « 敢に戰 はう と 思った。 かく 

して 置いた もの、 壅蔽 して 置いた もの、 それと 打 明！： て は.： W 己の 精神 も破壤 される かと 思 はれる や、 つな も，：：、 さう いふ もの を 

も 開 い て 出して 兑 よ- 「 と 思 つ た。 

私 は 二三 年 前 11 Ml 露 戰爭の 始まる 年の 春 か.，： 惱 まされて ゐた 私の ァ ンナ • マァ ルを 書かう と 決心した。」 (東京の 三十 年) 

「蒲 圈」 に對 して は-しに すっかり 地なら しが 出来て ゐ たの だ。 「蒲 團」 の發表 は 最も 適 常な 機 を 5^ たので ある。 こ 

こで も 彼 は路を 開いた ので はなく、 從 つて 彼は獨 歩の やうに、 先驅^1<?の苦杯を眷めることがなかった。 彼が それまで 

不遇だった のは獨 歩の や-つに 多くの 秀れた 作品 を 書いて 不遇だった ので はない。 しかも 「蒲 圈」 の 藝術的 惯侦は それ 

より 一年 前の 藤 村の 「破戒」 に 及ばざる こと 遠い ので ある。 「蒲 團」 はむしろ 文舉蓮 動の 主張の 一面 を、 ほとんど 藝 

術 作品と しての^ 能 の 限界 を 超え る ほどに 露骨に 不作法 に大寫 しにした ことによって (當時 も獨歩 の 如き はこれ を 非 

藝術 として ゐ た)、 そこから 生じた 一 般的セ ンセ ー ショ ン によって あの 「文學 史的-:^^」 を 獲得した ので ある。 新しい 

運動が 旣存 の ものの アンチ テ ー ゼ として 起る 場合 に は、. その 最初の 形態に は、 それの 旣存の ものとの 相逮 が^に 11 

最近で はプ D レ タリ ァ文舉 運動の 初期の 形態が それ を 示して ゐる，  不當 にまで 誇張され る もので あり、 そして 

その 誇張に よって それ は先づ 一般の 注 K を ひくので あるが、 圃」 も 亦 まさしく その 例の 一 つであった。 

しかし それ はた ほ 後の 問題で ある。 「蒲 團」 から 「生」 「__ijo  舍 敎師」 「緣」 等の 代表的 作品 を 書いて 後、 彼 は 情 

神 的 動搖と 苦悶と を經て 「ある. の 奇遗」 や 「殘 雪」 の 心境 11 一  種の宗 敎的 境地へ 人った ので あるが、 それ はま さ 

tt" は T ィ ゃグ  モ 
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しく 反 自然主義 運動の 勝利の 時期、 一般 思想界に 宗敎的 竹 寧 的倾， M が强 力になる と共に 文 擅に も A 棒 派 を 中心 として 

その 傾向が 支配的に なった 時期で ある。 さう 一一 一一：； へば、 その 時期に 至る まで、 前記の 代表作 を 書いて から 後數 年、 彼が 

よく 花柳の 世界に 題 村 を もとめて 男女 間の 愛欲 を 描いた 頃 は、 丁度 文壇が 「車樂 主義」 の 全盛期で あつたし、 それに 

つづいて 彼が 多少と も 象徴的 手法 を用ゐ 出した のは當 時の 「象徴主義」 「祌祕 主義」 に相應 する ものと も兒 られ る。 そ 

して その 宗敎的 §：： 學的 境地に 入って 後、 搏び藝 術の 世界に 落着いた の は、 自然主義の 流れ を 汲んだ 「新 現實 主義」 文 

寧が 漸く 文壇の 主流 を 形づくり 始め た 時期な ので ある。 

彼 はか ，つ して 徹頭徹尾 文壇 の 主流の 動きと 共に 推移つ て 行った。 主張 も 活動 も 動搖も 苦悶 も 安住 も い づれも それ を 

背景に して ゐる。 彼 は自發 的に よりもより 多く 他からの 影響に よって 動いた。 

しかし あたかも この 車實 が、 彼が 他からの 影響 を容 0? に 受ける 人で あり、 常に 素直に 心 を 問い てゐた 人であった こ 

とが、 却って 彼 を 自然主義の： 敢な 主張者と したので ある。 とい ふの は、 彼が それまで にも 常に 泰西の 文 梨 を 涉獵し 

て 自然主義の 思潮 や 作品に 親しんで ゐ たこと、 さきに 「東京の 三十 年」 から 引 W したや-つな 刺戟 を 獨歩ゃ 藤 村に 受け 

たこと、 を ここで は 指す ので はない。 勿論 さ-つい ふ 事 實をも 含めて はゐ るが、 それよりも 一 113m 大 なの は、 彼が 勢 ひ 

に乘 つたと いふ ことで ある。 一 つの 運動の 最も 敢な 主張者 や 煽動 者 は、 初めから く 動じない 心 を もった 人で はな 

くて、 彼 自身 周圍の 動き を 强く感 する 感激 家 だとい ふ 一 般 的た 例に 做って。 

勿論 事 は それだけで はたい。 彼の その 性質と 結びつい たもう 一 つの 性 IkET 生眞 面；：：、 がそ こに 特殊な 意味 を もって 

來る。 彼の 生眞面 n は 彼 を <s に、 或 時 は 救 ひ 難く、 センチメンタル にした その 根源で も あるが、 それと 共に 彼の 藝術 


を 常 に 人生と； 止 面に むきあ はせ た その 根源で も ある。 「 蒲團 」 は その あらゆる 露骨と 不作法と 拙劣 とに も かかよ. らす、 一 

その 生眞面 n によって 人の 心 を 打つ ものが ある。 それ は 在来の 文 學——文 舉を遊 戲視し 人生 を 横 E で 睨む 砒友 社の 文 一 

學に はない ものであった。 ところで、 この 國に 於け る 自然主義 運動 は、 この 國に 於け る 殊 な社會 事情に よって、 

に 口 マン ティ シズム に 對す る 反動 であるの みな らす、 むしろより 多く 说友社 系 の 洒落 氣 分と 常識 道 と に 對す る！ 立 

であった の だ。 だから、 ^友 社 系に 對 立して ゐた ：！ マン ティ シス ト獨歩 や 藤 村が、 自然主義の 先驅^ とされ 代表的 作 

家と なった の は、」 叫に 彼等の 年齢 的 成長に のみよ る ことで はない ので、 綠雨 系の： 大外ゃ 说友社 直系の 風 葉が、 ：： 十く か 

ら 自然主義 を i? へまた その 倾，： ^の 作品 を 試みながら、 觉に その 正統の 作家と なりえなかった の を 思 ひ あは せれば js^ 態 

は 一 勝 明かになる。 

この 生眞 面目 —— もう 少し^お すれば の 人の 好い 無器用な 生 露 面； ：= —— は、 靑に 自然主義 的 作品の みならす 一 

花 袋の 全 作品 を？ n 、いて ゐる。 初期の 「美しい 山水 を 北 M 景 にした^ しい 5;- 女の 美しい 戀物 語」 から、 後の 花柳の せに 取 ； 

村した ものに 至る まで、 或 時 は^い センチ メンタ リズムと なり、 或 時 は 「野暮」 となり、 或 時 は 露 な 不作法と なり 、一 

或 時 は 弱弱しい 反お 咏嘆 となり、 或 時 は泥醉 となり、 或 時 は 心 をう つ 苦悶と なって。 彼の 內面 生活の 發展史 とも ら - 

れる 「殘 雪」 は、 この やうな 彼 を、 生活の さまざまな 時期に 卽 して、 多少 抽象的に では あるが、 切實に 語って ゐ る。 _ 

この 生眞面 n はしかし、 われわれ をして、 生活に 於け る 賊を頹 ".g の >屮 にも 肯 {化. させる と共に、 藝 術に 於け る 彼を最 

も 嚴肅な 瞬 問 に 於いても しばしば や，： ん させる。 なぜなら 藝術は 生活で はない から。 とい ふ 意味 は、 藝 術が 生活から 遊 . 

離した ものである こと をい ふので はたく、 まして さう いふ 藝術を 眞の藝 術と する ので はなく、 たと ひ 腐の！ t 術が 常に - 
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生活 の ffi 力から 生れ る ものである にしても、 藝術 は藝術 の 獨自性 を 尊 m, しな いもの に. a 分を與 へたい とい ふので ある ハ 

花 袋が そ の 自然主義 理論 の 半分 を も實際 の 作品 に實 現出 來な かった の は、 それによ る もので あり、 自然主義 全盛 當時 

漱 石が 「餘 裕」 や 「低徊」 を說き • 鶏 外が 「遊び」 を說 いたの は その 意味に ほかなら ない。 

なるほど 花 袋 は 文學の 手法に ついても しばしば 提唱 や 主張 をして ゐる。 しかし 「露骨なる 描寫」 に 於け る r 排 技巧」 

の 主張 はしば らく 問 はない として、 彼 は その 提唱 や 主張 を 彼 自身 半分 も實 現した ことがない ので ある。 彼の 無 器 出、 

天分 少 きに それ はよ るので あるか？ しかし われわれ は、 無器用 で 天分 の少ぃ 人に 却つ て しばしば E!^ も 完全な 藝術家 

11 才 に まかせた 技巧 家で ない 眞の 技巧 家 —— を 見る ものである。 花 袋 はしかし さう で な い 0 彼 は 素 村 を 常に 生ま の 

ままに 露出 さ せる。 生 活的 感傷が 觀 察と 描寫 の 客觀化 の 邪魔 を して ゐる" そして この 感傷と 素材 の 不消化 との 隙 に 

救 ひ 難い 粗雜と 卑俗と 未-; 兀 成と を 充滿 させる。 

自然主義 運動の 指導者 代表的 作家と しての 彼の 意味と 無意味と は こ こに ある。 

恐らく、 究極の 立場 11 或 人の 藝術を もって 結局 その 人と 生活との 表現と する あの 立場から すれば、 花 袋の 藝 術の 

かやうな 性質 は、 彼の 人 ii と 生活と に對す る训 筒の 批判 を 生みう べき もので さへ ある。 藝 術が 生活で あ るたら ば —— 

實際こ こで は 藝術は 常に 生活で あり、 それ 以上で も 以下で もない —— その 藝 術に その やうな 缺陷を もつ こと は、 つま 

り 彼の 生活 に 缺陷を も つ  > ) と で あ る。 彼 の 藝術 に $^ す る 非難 は そ の まま 彼 の 生活に 對す る 非難 になる！ しかし われ 

われ は そこまで 言 ふ 必要 はない。 われわれ はこ こで は エッセン ス のみ を 問題に はしな. いで、 形 や fe を も問题 にして ゐ 

るので あるから。  . 


彼の 二三の 作品に ついて われわれ はこの 事實 をもう 少しく はしく はよう。 「蒲 圑」 がかって 先例の たいほ ど 「赤裸 

々に 自己 を 投げ だし」、 「すっぱだかな 自分 を 自分で 姐 上に のぼせた」 ものであるに かか はらす、 主觀 的で、 主人公 以 

外の 性格が 書け てゐ す、 從 つて キ； 人 公の 苦惱 がむ しろ 「獨り 相撲」 の 形に なって ゐる ことに ついては およそ 定評が あ 

る やうで ある。 しかも その 「赤裸裸」 にも 「露骨」 にも、 常に 心 弱い 常識的な 反省と 咏嘆 とがあって、 泡 鳴の、 たと 

へば 「耽溺」 に 見られる やうな、 無 邪氣な ふてぶてし さがない。 「蒲 圑」 に 次ぐ 「生」 は 11  (それ は 母親の 痴氣と 

死と を 中心として 或 家庭の 一族 を 描き、 そこに 生の 相、 倘 個人の 生への 執着に よる さまざまな 心の もつれ あ ひと 結局 

古い 生が 萎み 亡んで 新しい 生が 延び ゆく 姿 を、 寫さ うとした ものであるが) 11 もっと 客觀 的で、 感慯も 誇張 もす つ 

と少 くな つて をり、 私の 見る ところでは、 花 袋の 代^作で ある 許りでなく、  一  W の 傑れた 作品で も ある。 しかし 彼が 

それの 發 表に あたって 解說 した 「平面 描寫」 論の 主 3:1 を 立派に 實 現して ゐる ものと は E 心 はれない。 彼 は Is ふ。 

私が あの 「生」 を 作す るに 當 つて- iy ら 取った 作の 方針と いふ や-つな も？ を： K つて！^ ると、 それ は 今までに も 主張した 事の あ 

る 通り、 聊かの 主觀を 交へ ず、 結構 を 加へ ず、 ただ 客觀の 材料 を 材料と して 書き表 はすと いふ 遣り方、 それ を やって みょうと 

試みた のです。 Em に 作者の 主觀を 加へ ない のみなら す、 客觀の 事象に 對 しても 少しも その内 部に 入らず、 又 人物の 內部 精祌に 

も 立ち 人らず、 ただ 兑た まま、 聽 いたま ま觸れ たま まの 現象 を さなが.，： に 描く。 云 はば 平面 描 {IT それが 主^な のです。 現實 

に 於げ る. UT しの 經驗を >  聊かの 主觀を 加へ ず、 又內部 的說明 若く は 解剖 を 加へ ずに、 ただ 見た まま 聽 いたま まに 描く、 さう い 

ふ 風に 書かう，. - する に はおの づか らそれ は 印！ 的に ならざる を？ おな い。 隨 つて 私の 試みた 描寫の 仕方 を 印象的 であ ると も： K へ 

ませう。 

しかし この 作品に は > 「內部 的 說明ゃ 解剖」 も あれば、 作 中の 一人物 銑 之 助に は 明かに 作者が 額 を 出して をり、 そし 
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て 母親 IT 全體が 孝行な 息子と しての 銑 之 助の 眼から 書かれて ゐる。 それに、 勿論 ここに も 通俗な 感傷と 咏^。 

蔬之助 は 庭から 井戸端の 前の 柴折戶 のかき 金 を 外して 垣の 外に 出た。 胸 は 何となく 沈着いて、 .H 然の隱 S な靜 かな 光景に 全 

く 一  致して 了った や， つな 心地が する。 

渠は 母親の 一生に 同情した。 けれど それが いつもの 同情と は 不思議に も M (つて ゐた。 常に は 母の かう した 境遇に. せ を 置く に 

至った 徑路. でら、 正直な 我儘な 性質 か-, つ 萌した 悲劇 やらに 淚を濺 いで、 快樂 とい ふ 快 樂をも 遂げずに、 自ら 身 を 亡して 行く の 

を： 悲しむ ので あつたが、 今特は 何故か 母親の 死が 人類 一般の 死と 相聯關 して 居て、 何-つせ 一度 は 死ななければ ならぬ 人間の 

なさが ひしと 胸に 迫った。 銑 之 助の 眼に は 草の 生えた 墓と 生れた ばかりの 赤兒と 白髮の 老人と 死に顔した 母親と が 眼前 を：， i り 

過ぎた。 深ぃ深ぃ生の悲哀が^^^感多情の胸を抉って、 熱い 淚が ほろ/ \頰 から 落ちた。 

か- 「した 感を渠 は 久しく 起した こ と はな かった。 {1, 一 想の 境から 實 際の 人生に 入った 身に は、 さう い ふ 悲哀 は 要するに 班 飾で 

ある、 ； li 具で ある。 S 飾ゃ繪 具が 糧 にならぬ の は渠 自身に もよ く 解って ゐる。 けれど 今 はもう 堪，： なくなつ たの だ。 

喑ぃ闇 5 中に 自分 唯 一 人生き て： る やうな 氣 がした。 

銑 之 助 は 田の 緣の革 原に 腰 を 休めた。 草原に は 露が しとしと 置いて 居る。 蛙の 聲の相 變らず 喧しい 間 を、 水 態 はこ、 とさび 

しく 鳴く。 

i  .たけ  it しび 

暗い 丘の 向 ふに 黑ぃ榛 の樹が 怪物の やうに 並んで 立って 居る。 淡 竹の 藪の 中に 微かな 寺の 燈 火が 兑 えて、 其 上に 星が 一 つ 光 

つた。 


渠は 暫くして 家の 方に 戻って 行った。 庭に 入る と、 一枚 明けた 戸から 行燈の 光が 洩れて、 » に 近い 祷が 半ば ほど 其徴. f, な餘 

光 を 受けて 居た。 靜 かに 歩いて、 戶の傍 Li 近寄った。 障子 も 明 放して あるので、 蚊帳の 靑く 風に 動く のが 兑 える。 母！ 母！ 

大恩 ある 母！ なつかしい： i しい 母！ その 母に もも-つ 別れなければ ならぬ かと 思 ふと また 涙が 出さう になる。 


彼 はかって 泡 鳴の 一一 一一 "つた やうに 「義现 人情に 縛られまい とおめながら、 義理 人情 を 無視し 5:- ない 人」 であり、 作 巾 

人物への 同情 を 手法の 理論の 上で は 否定しながら、 赏 際に 於いて は 否お できないで ゐた。 彼 は， 曰 鳥の 酷簿 なまでに. 冷 

たく 澄んだ 吸 を もつ こと もで きねば、 秋 聲が少 くと も 描 と 遊離した 自分の 眼 を 見せなかった あの 技巧 を ももつ こと 

がで きなかった。 「生」 ー篇に 漲る 暗い 重苦しい 空氣 は、 半ば、 勝氣 なま！^ 制 的な 意地悪い 母親から 來てゐ る ことが 暗 

に 示されながら、 そ の 母親の 描寫は 結局 心 弱 い 孝行 子 の 眼で ぼかされて ゐる。 

「出舍 敎師」 に はもう 少し 社會的 背景が あり、 人 問と 社會的 環境との 交渉が、 社會 への 多少の 批判 を 正面 的に では 

ない が 含めて 語られて ゐる。 これ は くて 死んだ 田舍 の小學 校の 一 敎師の 半生 11 屮學を 出て 敎帥 になって から 不幸 

に 死ぬ までの 一二 四 年 —— を、 その H 記と 傅 間と 二三の 書簡と その 作んだ 地方の 實地 踏せ， とに もとづいて 書いた もので 

ある。 

「田舍 敎師」 は，， ^に 取りて 全く 他人な り。 予 は小學 校の 敎師 をした る ことなし。 其 材料 は 多く m 記、 傳聞、 踏 j^: 等よ" 成る。 

從 つて 不安 多き だけ それだけ 予に 取りて は 新しき 試みな り。 (「インキ 壺」 中の 「梅雨 S 記」〕 

これ は 一個の 愛すべき 作品で ある。 彼 自身 この 作品 を 最も 愛した とい ふが、 ここで は 作者の 感傷が 材料に 合って、 

作品 全體を その 主人公の 如く 純情可憐 にして ゐる。 それ 故、 時に その 感傷が 村 料 を客觀 的に こなして ゐ なくても、 そ 

れ がさまで^ 立たない。 この 作品が 世に出た 當時、 地方の 小 學敎師 や 一般の 文學靑 年に だ もてはやされ、 この 木 を 

乎に して 利根 川 ベ り に 主人公 の 足迹を もとめ 歩 いた もの も少 くなかった とい ふが、 さう 聞いても 不思議で ない 程で あ 

る。 しかし それだけに、 作者 は 主人公の 靑 年より 一歩 も 出ない ところが ある。 それ は 作品 を 純情可憐 にしても 偉大に 
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はしない。 村 料と 作者の 感傷の 問に ある ギャップが この場合 特に 目立たぬ こと は、 毫も 作者の 名譽 ではない ので ある" 

以上 私 は 彼の 代表的 作品 三つに ついて 語った。 この場合、 「蒲 團」 は 特に 自分 を 中心とし たもので あり、 「生」 は自 

分と その 最も 近い 周圍と を、 rm 舍 敎師」 は 全くの 他人 を 取扱った ものと して、 これ を 代表 させた。 更に 之 を 自然主義 

的 信條と 結びつければ、 「蒲 圑」 は 特に 口 マン ティ シズ ムに對 立す る 自然 派の 一 面、 人生の 醜 汚 を も * 裸 裸に 描いた 點 

で、 「生」 は 特に 視友社 系に 對立 する 一 面、 眞 正面から 人生と その 問題と に對し 、「生きる ことの 惱み」 を 描いて ゐる點 

で * 「田舍 教師」 は、 自然 派が 自己の 直接. 體驗 によらない 材料 を處理 する 仕方 を、 その 「空想 を排 し」 た 「観お と 實驗」 

と を 特に 明瞭に 示す 點で、 それぞれ 代表的で も ある。 しかし その すべてに 通じて、 通俗な 感傷が 「容觀 的 観察」 を 邪 

魔し、 材料の 不消化 從 つ て藝 術的晶 化の 不十分 を 結 菜して ゐる こと は 上述の 通りで ある。 

こ の 傾，：^ は實に 彼の あらゆる 作品に 通す ると ころで、 晚 年の もの に は 多少 阆 熟の 跡が 見られる にしても、 竞 に渾然 

たる もの を 示す に 至って ゐ ない。 彼， は そ の 少 い 天分 を もって 死ぬ まで 未完成 の 作家 で あった。 

德田秋 S 

秋聲は 日本に 於け る 自然主義 文學の 完成 者で ある。 彼 は 「生きた 自然 派」 (長江) である。 花 袋が 自然主義 を ふりま 

はしながら 實 際の 作品に 於いて は 途 半端であった に反して、 秋聲は 自然主義 を ふりま はさないで 却って 實 際の 作品 

の 上で それ を體 現した。 彼が 花 袋の やうに 自然主義 を 振り ま はさなかった の は、 彼が 「生きた 自然 派」 であった から 


であり、 また 彼が 「生きた 自然 派」 であった 證據 である。 

尤も この 完成 者 は そ の 完成 の う ち に 自然主義の 沒落を も 準備し てゐ た。 とい ふの は 自然主義 は 最も 多く この 人の 影 

響の もとに 心境 小說と トウ リヴ ィァ リズムと へ 落ちて 行った からで ある。 これ は 一 つの 藝術的 _ ^化の 過程 を 示す もの 

でも ある。 しかし その 醇化 は 自然主義の 原始的 推進力 を 漸次に 失 はしめ た。 —— とオ ふよりも 或は、 自然主義の 原始 

的 推進力の 一 つ、 社會と 人生と に 精 極 的に 働き かけよう とする 熱意が 特に 秋 聲に缺 けて ゐ たため、 彼 はこの 方向へ 運 

動 を 導いた、 と 言 はう か。 

この 國の 自然主義 運動の 特殊性が フラ ン スゃ ドイツに 於け る その 運動の 力強い 一 面、 社會 的關 心と 熱意との 缺 如に 

あると は 人の しばしばい ふところ である。 それ は U 本に 於け る 自然主義 發生 の 特殊事情に よる もの か。 或は われわれ 

の 遠い 俺統 がい まだに 多くの 文學 おの 血の 中に 殘存 せしめる あの 傾向に よる もの か。 恐らく その 雙方 である だら うが- 

し かし それにしても 藤 村  や 花 袋 は、  少く とも 5：?3 初に 於いて は、 奮い 因襲 や 道 德に對 する 彼等の 挑戰 によって 社 會的關 

心 を 示して ゐた。 その 否定が 消極的で あり、 十分 突 込んで ゐす、 視野が 狭くて 問題と すべき を 問題と しなかった 恨み 

は あるに しても。 しかし 秋聲に は、 初めから さう いふ 關 心はなかった。 彼が 出發當 初から その 中に をり その 屮 にあつ 

て已に 根當の 業縝を 示した 硯友 社の 空 氣が彼 を さう させた ので あらう か。 或は 彼のう ちの 「苦 勞人」 がさう させた の 

であらう か。 彼 は 自然主義 的轉， 以前から 好んで 社會の 悲痛と 暗 さと を 描いた。 自然主義 作家と しての 彼 は 「新 世 

帶」 「足 迹」 r 徵」 「爛」 「あら くれ」 など いづれ も、 暗い、 わびしい、 じめじめした 世界 を 描いて ゐる。 が、 その 世界 

を その 世界と して 描く だけで、 そこに 少しも 問題 的な もの を 示して ゐな いので ある。 そこに は 批判 も祧戰 もない。 彼 
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はい はば 人生 そのまま を そこに 投げ出して ゐ る。 

人生 そ. Q まま を そこに 投げ出し たと 見えても、 それ はや はり 彼の 見た 人生で あり、 彼の 描いた 人生で あ. る。 彼 は あ 

ら はに 批树 しなくても、 彼の 見た もの を 描い た II し かも 彼 は 如何に 曇らぬ 觀 を もって 見るべき もの を 見、 如何に 

精細 的確に 描くべき もの を 描いた か — とい ふその ことの 中に 一 つの 枇判を 含めても ゐる であらう。 彼 は 問題 を 取 出 

さなくても それ を 示唆して ゐる であらう。 沈默 する ものが 饒舌家よりも しばしばより 深い 關心 者で ある こと も ある。 

彼が たまたま 自然主義 的 手法 にあ まりに 忠實 であった ことが、 事實 問題 にして ゐる もの を 問題 にして ゐ ないやう に S 心 

はせ たの だ。 さう も考 へられる。 

しかし 公平に 見て それ は少々 考へ 過ぎの やうで ある。 とい ふの は、 彼 は その後 益々 人生の 片隅、 镇末審 の 中に その 

主題 を 見出して 行き、 そして そこに、 ただ それ を 見る 觀 照の 曇りた さ、 淡い、 ^い、 ほのかな、 さう いふ さまざまな 

心境の 書き分け、 その 「味」 によって のみ 藝 術の 世界 を うちたて たから。 日本の 自然主義 はこの 方， M への 沒落 (或は 

發展) によって 最も 日 本 的な ものと なった。 そ れ は 社會 的關 心 を それが 初めから はっきり もたなかった とい ふその 方 

向の 延長 上に あるが、 軍に それだけの 意味より もっと 大きい 意味 を もって ゐる。 そこに われわれ は藝 術と して は 最高 

の 醇化 を 獲得した からで ある" 

筋の ない 小說、 これ は外國 にもな く はない。 しかし この 國に 於いての やうに、 たと ひ 一 時にもせょ心境小：^^が小說 

の 本道と され、 文壇の 支配的 潮流と なった やうな 例 は、 外 國の文 學史に はない やうで ある。 それ は 俳句と 茶の湯と 墨 

槍の 山水と を 袋 も 親しい 藝術的 雰圍氣 とし、 笆蕉を最大の國民的詩人とするこの圃の傳統を除ぃては^^-へられなぃ こ 


とで ある。 事實 又、 この 圃の 心境 小說 は^ 界に 類例の ない 11 一  つの 方， M の 究極と なった し 俳句 や 茶の =5! が 世界に 類 

例の ない 11 一  つの 方向の 究極で ある やうに。 

自然主義 はかう いふ もの を 否定した。 かう いふ ものの 否定が 自然主義の 出發當 初の 一 つの 意義で もあった。 しかし 

文化の 底流 を 流れる この 「血」 の 力強 さに、 彼等 はいつ と はなく 打 負けた ので ある。 そして 自然主義 內部 にあって、 

その 傾向 を 馴致した もの は 主として 秋聲 であり 秋聲の 影響で あつたの だ。 

秋聲 はこの 文學 史的な 役割 を、 飽迄 その 作品 的實踐 によって たした。 理論 や 主張に よってで はなく、 從っ てまた 

彼 自身 それ を意圖 しないで。 

彼 は 巳に TO: 十一 年の 「新 世 lw」 に 於いて 殆ど 自然主義 的 手法の { -兀成 を：； 小して ゐる。 いささか も 誇張な く感 俊た く、 

作者が 誰で あるか を 忘れさせる ほど 客観的に とい ふフ 口 ー ベ ー ルの あの 理想 を實 現して ゐ ると 見られる までに。 その 

意味に 於いて は 「蒲 團」 よりも 「破戒」 よりも H 本の 自然主義 運動に とって 一 層 重大な 意味 を この 作品 はもって ゐ る。 

それ は 特に 心现の 陰影 を 驚く ほど 精妙に 描いて ゐる。 說明 的に ではなく、 シテュ H 1 シ ヨンと 動作との 印象的 描 の 

うちに 0  . 

<f  ちょい 

腕 車 を 降りる と、 お 作 は 些と嫂 を 振 顧って 躊躇した。 

「姉さん …… 。」 と 顏を赧 めて、 嫂から 先へ 入らせた。 

店に は增藏 一人 居る 限りで、 新吉の 姿が 見えなかった 3 奥へ 通る と、 水口の 方で、 蓮 葉な 樣なロ を 利いて るる 女の 靡が する。 
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相手 は 魚屋の 若衆ら しい。 干物の 美しい の を 持って来て 欲しい とか、 此 間の 鮭 は 不味かった とか、 然ぅ云 ふやうな 事 を 一一 111 つて 

ゐる。 お前さん とこの 親方 は 威勢が 好い ばかりで、 は 一向 新しくない とか、 刺身の 作 方が 拙くて 爲樣 がない とか 云 ふ 小言 も 

あった。 

お 作 は 嫂と 一緒に、 お 客に でも 来た やうに、 火鉢 を 一 尺 も 離れて、 キ チンと 坐って 聞いて ゐ た。 

「それ ぢ やね、 晩にお 刺 を 一人前 …… 可い かえ。」 と 言って、 お 國は臺 所の 棚へ 何やら 收 込んで から、 茶の 室へ 入って 來 

た。 軟 かもの の 羽織 を 引 被け て、 丸 髭に 桃色の 手 絡 を かけて ゐた。 生 際が クッキ リ して ゐて、 お 作 も 美しい 女 だと 思った。 

ぉ國 は、 キ チンと 手 を 膝に 突いて ゐる 二人の 姿を兑 ると、 

「オヤ。」 と 吃驚した やうな 風を爲 て、 

「何てえん でせ う、 私此 一一と も 知りませんで したよ。 其で も * もう 其樣に 快くお 成ん なすって。 汽車に 乘 つても 好 いんです か。」 

と 火鉢の 前に 座 を 占めて、 鐵瓶を 持ち あげて、 火 を 直した。 

「え、 もう. …： 。」 とお 作 は 淋しい 笑顏を 擧げて * 「まだ 十分と； K ふ 譯には 行きません けれど …… 。」 と 嫂の 方 を 向いて- 「；§ 

さん、 此方が 小 野さん のお 内儀さん …… 。」 

「然 やうで ございま すか。」 と 姉が 挨拶しょう とすると、 お 國はジ 口 ジロ其 樣子を 眺めて、 少し 横の 方へ 出て、 洒々 した 風 

で挨 接した。 而 して 菓子 を 出したり、 茶 を 煎れたり した。 

「貴方 も 流 蜜な すつ たんです つてね。 私 一 度お 見舞に 上らう と 思 ひながら …… 何しろ 手が足りな いんで やつ。」 

お 作 は 嫂と 顏を 見合し て俛 いた。 

「暮 だって、 お 正月 だって、 私 一人 限です もの。 加 之 新さん と來 たら、 なか/、 難し いんです からね …； 。 マ ァ此で 漸と安 

心です。 人 樣の家 を 預る氣 苦勞と 云 ふ も の はな か く 大抵 ぢ や ありませ ん ね。」 

「眞實 にね。」 とお 作 は 赤い 顏 をして、 氣の毒 さう に 言った" 「如何 も 永々 濟 みませんで したつ」 


し is ら c 

お 作 は 少時す ると、 着物 を着換 へて、 其から 臺 所へ 出た。 ぉ國 は、 取って おいた 嫁に、 應を 少しば かり 撒って、 鐵灸 で燒ぃ 

て くれと か、 漬物 は 下の 方から 出して く，；：！ とか、 火鉢の 側から 指阖 がまし く聲 かけた。 お 作 は 勝手 なれぬ、 人の 家に ゐる やう 

な 心 持で、 ド ギマギ しながら 晝 飯の 支度に かかった。 

飯時 分に 新 吉が歸 つて 来た。 新 lie はお 作の 顔を兑 ると、 「ホ ；… 。」 と 言った 限で、 話を爲 かける でもなかった。 飯の 時、 お 

作 はお 國の 次に 坐って、 我家の 飯 を 砂 を 嘴む やうな 思で 食った。 

ぉ產に 家へ 歸 つて ゐ たお 作の 留守に 新吉の 親しい 友人 11 詐欺 かなん かで 引 張られて ゐる 友人の 妻 君お 園が は ひり 

込んで ゐる、 そこ へお 作が 流產 して 歸 つて 釆た 場面で ある。 新吉は コッコ ッ 地道に よく 働く が どこか 冷い 人間で ある。 

お 作 はいい 氣立 だが 頭の 傲き がない。 始終 新吉に 怒鳴られて まごまごして ゐる。 ぉ國は いろんな 過去 を もち、 もうす 

つかり 世間 すれした、 何でも 要領よ く テキ パキ やる、 しかし 本 當に賴 る ものの たい 心細 さ を もった 女で ある。 

次いで 四十 三年の 「足 迹」、 匹 十四 年の r 徵， r 大正 二 年の 「 爛」， 四 年の 「あら くれ」 と、 その 技巧 は 益々 渾 熟し、 自 

然 主義の 手法 は 全く 完成され た。 ここで は 一 つの 風景 描寫も 全く 描かれた 事象に 有機的に 融け 合って ゐる。 それ は自 

然 主義 以前の 作品に 於いての やうに、 また まだ 花 袋に もよ くあった やうに、 感傷の 道具で もた ければ、 描かれて ゐる 

事象と 遊離 的に それ 自身の ためにと つて くっつけられ たもので もない。 

三 週間と 云 ふの を、 漸と 二週間 そこそこで 切 揚げて 来たお 增は、 嶮 しい 海岸の 斷焦 をが たがた 走る 輕便鐵 道 や、 出水の 跡の 

心 淋しい 水田、 松原な ど を 通る 電車 汽車の 鈍い のに じれ じれしながら、 手繰りつ ける やうに 家へ 著いた のであった。 何時も、 

じ ー んと 耳の 底が 鳴る くら ゐ 淋しい 湯 宿の 部屋に 居つ けた 頭腦 は、 入つ. て 来た 日暮 方の 町の 雜沓 と雜 音に、 ぐらぐら する やう 

であった。 § 
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その 晚は月 は 何 Si の 森の 端に も はえなかった。 深く 澄み わたった 大氣の 底に、 銀 梨 地の やうな 星影が ちらちらして、 水 の 

やうな 蒼い！ its が、 一面に 地上から 這 ひの ぼって ゐた。 思 ひがけない 足下に、 濃い 霧 を 立てて 流れる 水の 音が、 ちょろちょろ 

と 聞え たりした。 お 島 はこの 二三 日、 氣が 狂った やうな 心 持で、 有らん限りの 力 を 振 絞って 母親と 闘って 來た 自分が、 不思議 

なやう に考 へられた。 時々 顏を 上げて、 彼女ば 太 息 を 塊した。 道が 人 氣の絕 えた 薄暗い 木立 際へ 入ったり、 線路 ぞ ひの 高い 土 

堤の 上へ 出たり した。 底に はレ ー ル がきら く 光って、 虫が 芝生に 途斷れ くに 啼 立って ゐた。 (あら くれ) 

しかし 最も 秀れ てゐ るの はや はり さりげない 動作に 於け る 心现の 微妙な 陰影の 描寫 である。 「足 迹」 からもう 一 個 

所 引 W してみ よう。 お とい ふこの 長 篇の女 主人公が —— 彼女 はこ こで は、 - しにし ばらく 料现 奉公な どもして ゐて I 

心 も ふう も 自ら 好んで 額して ゐる やうな ところ は あるが、 實！^ に は 純粹を 失って ゐな いまだ 一 ー十^^^前の娘でぁる I - 

そのお 庄が 初めて 知った 與の、 自分の 友達 (^間 招れ のした 年上の 女) に^^？惑されてゐるのをはっきりとではなぃが 

知った 時の ことで ある。 

お i£ は 途中まで 出て 行った が、 矢張り その 部屋の ことが 氣 にかかった。 家へ 歸 ると、 母親が 一 人 火鉢の 處 に^って ゐた。 お 

庄は其 側に 寄って 行く と、 叔父のと 決って ゐる座 蒲團を 側へ 退けて 坐りながら、 不興 氣に 火を搔 11 して ゐた。 ftl 分 |g りで は 口 

上手のお 滑と 喧嘩 をす る こと も 出来なかった。 磯野の 氣心も 解らなかった。 

「また 喧嘩で もして 來 たらう え。」 と、 母親 は 何 を 言 ひか けても、 ぉ庄が つん けんして ゐ るので、 腹の なかで 然つも 24 つた。 

此迄 にも、 ぉ庄は 磯野と 能く 言合 ひ をした。 天神 下の 叔父の 家で、 友達と 一緒に 酒 をのんで、 それから ー问 遊びに 出かけよう 

として ゐる處 へ 行 合せた 時 も、 外へ 出てから 雨の 中で 喧嘩 を 始めて、 傘で 腕を撲 たれたり した。 女 を 引 張 込んで ゐる處 へ 蹄 込 

んで 行った こと もあった。 

お は 押 人から 夜 HI ベ を 降して ゐ ながら、 ぴ しゃんと 閉 てつけた 戸と 柱の 間へ 狭んだ 指を狱 めながら、 「お 痛い。」 と 大袈！ *S な 


* を 立てて 突立 つ てゐ た。 母親が 戶締り をして から 其處へ 寄つ て來 た。 

「外で 氣に噴 はない ことがあって、 家で 然ぅ ぷりぷり する もの ぢ やない よ。 手が 如何 かなった かえ。 舐めて やらう かい。」 

と 笑った。 

「阿 母さんに W めて もらった つて 爲樣 がない わ。」 と、 お ii:- は 囁きながら、 矢張り 突立って ゐた。 胸が むしゃく しゃして、 

其 まま 床に 就く 氣 もしなかった。 

寐 てから も、 お ii! は 始終 外 を 通る 人の 堂 音に 氣を いら いら させた。 

翌朝 床 を 離れて 手 洗 をす ますと、 ぉ庄は 急いで、 ぉ坍の まで 行って みたが、 切戶 はま だ締 つて ゐた。 隙 n がら^く と、 靴 

脫の 上に あった 下駄 も；^ 込んだら しく、 板戶も 直り 締 つて、 曰當 りの 惡ぃ 庭の、 立枯の 鉢概の 菊な どが； IH についた。 差配の 方 

の 格子 戶も まだ 開かなかった。 ぉ庄は 暫く そこ を 彷徨して ゐた。 

晝 少し 前に、 お 庄が臺 所で 飯の 支度 をして ゐる處 へ、 磯野 はぶら りと 遣って 来た。 そして 奥で 叔父 や 母親に 調 f 十 を 介せ て、 

何やら 話込んで ゐた。 ぉ庄は その 顏を 一 目 見た きりで 口 を 利く こと も出來 なかった。 

の 支度の 出來た 時分に、 磯野 は 母親の 止める の も 聞かずに、 そ はくした 風で 歸 つて 行った。 

■ ぉ庄は HI に 淚を人 染ませ ながら、 臺 所の 方から 出て 來 ると、 「昨夜の こと 如何し たんです。」 と 出口で S1 を 着かけ て ゐる磯 

野に 聲か けた。 

「如何 もしゃ しないよ。」 と、 磯野 はに やく 笑 ひながら 、「後で 遊びに おいで。」 と 一目って 出て 行った。 

面 A いこと は これらの 傑作が すべ て 女性 を 主人公 乃至 主要人物 とし てゐる ことで ある。 そして また 中に 出て 來る如 

何なる SR 性より それらの 女性 を 的確 精總に 描いて ゐる ことで ある。 それらの 女性 は 「あら くれ」 のお 島の ごとく、 勝 

氣で强 い 「人に 對 する 反抗と 敵. 愾心 のために 絶えす 彈カづ けられて なければ 25 られ ないやうな」 女で あっても、 結 W 
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は 女と して、 或は その 時代の 女と して、 忍從と あきらめとの 中に くづ をれ てゐ る。 

を社會 的な 問題と して は 呈出し なかった 彼に とって これ は 意味の ない ことで はない。 なぜなら 女性の 忍 從とぁ 

きらめと は當 時に あって は、 男性の それにつ いてよりも 特に 社會的 見地から 見なくても よい 權利 (？) を もって ゐ たか 

ら である。 現在に 於いても なほ その 傾き は ある。 が、 當時 にあって は  一 甚 しかった ので、 封建的 桎梏に 對 する むし 

ろ 弱弱しい 個人主義 的 反抗に 過ぎなかった 靑踏 社の 運動 (四十 ra 年 「靑 踏」 創刊) すら 一 世の 嘲笑に 迎 へられた ので 

あった。  - . 、 

三十 年代の n マン テ、 イシ ズムが 個人主義 運動と して は 極めて 力 fi^  く、 その 點 では 自然主義が その後 繼者 になった の 

であるが、 しかし そこで も 卜 分 確立され えないで しまった 事實 を、 これ は 背景に すべきで あるか も 知れない。 實際こ 

の 事實、 日本に 於け る ブル ジョ アジ ー の覇權 掌握が その 自由主義、 侗人主義を十分確立するに至らなかった_8^^實に當 

時の (叉 ひいて 今 曰に 至る までの)、 日本の 文化と 社會狀 勢の 特殊性の 一 面 は 結びつく ので、 自然主義 文學 運動 も 勿論 

その 特性 を 反映して ゐる。 

自然主義 文舉の 社會的 批判と 挑戰 とが 極めて 弱弱しく、 その 「無 解決」 と 「無理 想」 とが 必す しも 中途半端に 對す 

る 拒否 を 意味し ないで あきらめと 忍從 —— その 多くが 封建的な もの へ の 屈服で ある —— を意味するに.^^.-ったこと* 從 

つて その 主題が 狭隘で、 通俗 の 見解に 於 いて は、 自然主義と は 結局 い さ さか も 努力 のない 無氣 力な だら し のない 生活- 

特に 性生活の だらしな さ を 意味す るに 過ぎない ものと なった こと、 これら は いづれ も その 結 である" そして 實に秋 

聲は こ の やうな 自然主義の そ の 最も 無氣 力な 消極的な 方面 を 代^し てゐ る。 花 袋 は そ の 通俗な 感；^ によ つて 却って こ 


れ から 救 は. ^て ゐる。 藤 村 はもつ と美し く 明るい 健康な 世界に， M いて ゐる。 泡 鳴 は 無 邪氣で ふてぶて しい 野性 を もつ 

て それに 打克 つて ゐる。 白鳥 は その 一面に 强カ にもつ 现想家 的 H ゴテ イズムに よって それ を 超えて ゐる。 しかし 秋聲 

は その いづれ を ももたない。 その 意味に 於いて 彼 は ひとり 自然主義 文學の 手法の 最も 日本的な 方向に 於け る 完成 者で 

ある のみでた く、 ま た 自然主義 生活 感情 の 最も 曰 本 的な (？) 方向 の體現 者で ある。 

秋聲 の小說 が、 その 驚くべき 技巧的 完成に も かか はらす、 また その 技巧的 完成が いささか も 前代の 戲作的 臭味 を も 

たぬ にも かか はらす、 なほ、 多くの 人に よって 偉大と されない 11 そして しばしば 嫌惡 され さへ する、 理由が ここに 

ある。 

正宗 白鳥 

.m 鳥 は單な る 自然主義者で はない。 

花 袋 は その 感傷 性に よって 自然主義に 徹し 得なかった けれど、 しかし 自然主義の 勇敢な 主張者と して 標榜^と して 

自然主義者で ある。 秋 聲は花 袋 の やう に 自然主義 を 大聲で ふりま はさなかった けれど、 その 文學的 手法の 完成^と し 

て も、 その 生活 感情の 上から も、 醇乎たる 自然主義者であった。 しかし 白鳥 は その いづれ でもない。 彼 は 藤 村と 共に 

單 な る 自然 主 義 作家 として 了へ ない 或 過剩を もって ゐる。 この 過 剩は花 袋の 感傷 性の 如く その 自然主義に 對 する マイ 

ナ ス ではなくて、 その 自然主義に 對 する プ ラ ス である。 藤 村と 白鳥と では その プ ラ ス の 本體と 意味と が 全く 遠って は 
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ゐ るが。  ♦  . 

藤 村 は 明治 二十 年代から 三十 年代の 交に 於け る。 マ ンテ イシ ズム蓮 励の 代表^の 一 人で もあった。 その^§^映を後年 

に 至る までと どめて ゐる。 それ は 花 袋の 感傷 の 如く 表面的 ではない が 幾分の 感慯性 を 作 つ た 现 想；； II 湫質、 人道主義 的 

日 性と なって ゐる。 それが、 自然主義の 代表的 作家の 一人と IM されて ゐた 時分から、 彼 を 自然主義者 らしくな くし 

てゐ たが、 その 傾，； 1 は その後に 至る に從 つて 5 献々 顯著 になって ゐる。 

C 烏 は それと はちが ふ。 彼 は先づ その 變質者 的 傾向 によって 自然主義 か ら はみ出て ゐ るので ある。 藤 村 の 感傷 性に 

對 して 彼 は いささかの 感傷 を も 示さぬ。 藤 村の 謙 讓に對 して 彼は飽 迄ヱゴ テ イス ティ ック である。 藤 村の 素直に 對し 

て 彼 は ひ ねく^ てゐ る。 藤 村が 常に 向日 的で あ るに 對し て 彼 はむし ろ 自ら もとめて _H に 北 "か う とす る やうに も 見え る ( 

しかし 彼 はわ ざと さう する ので はない。 さう する ことが 彼の 自然な ので ある リ 彼が 最も 彼で ある 時 彼 はさう する より 

ほかにな いので ある。 11 私が 變質 者的倾 向と 言った の は それによ る。 しかし それ は 飽迄變 質 者 的で ある。 彼 は その 

半面に 健全な 悟性と 澄明な 觀昭 一と 劇し い 理想家 氣 質と を も つ て ゐ る。 

およそ かかる 諸 性質に よって 白鳥 は單 なる 自然主義者の 埒を はみ出て ゐる。 彼 は 後年、 小說 でも 戲曲 でも、 知らぬ 

うちに 人間の 心に 忍び込んで ゐる 恐ろしい 考 へや、 それと 氣づ かすに して 了 ふ 恐ろしい 行爲 や、 その他い はば 意識と 

無意識との 境目に あら はれる 解き ほぐし 難い こん がら かり、 を 描いて 妙に 不氣 味た グ 口 テ スクな 味 を 出して ゐ るが、 

この 倾向 は已 に、 或 * 督敎 主義の 學 校で 聖書の 講義に ソ ドム . ゴ モラの 滅亡の 話を閒 いて だんだん 強迫 觀念 におび や 

かされて ゆく 十八 歳の 青年 を 描いた 「地獄」 (i: 十一 一年) や、 「十 年 前 雜：^ ケ 谷の 畑の 屮の -ー 軒 (¥ で、； t の^や 魔物 2 赏 


を 聞いて から、 世界が 全で 遠って 見え 出し、」 それ以来 常に 神の 聲を 聞き、 汚い 下宿の 一宝に 寐 ころがりながら 「貧- 

救護所」 を 建てたり 、「日本 政府の 誤った 施政方針 を 正して 日本の 貧しき 國民を 救」 つたり 露 同盟」 によって 「ゆ ， 

界を 日露で 統 一 」 したりす る こと を へて ゐる 一 人の 倔 執 狂と その 一 家と を 描いた 「徒 勞」 (四十 三年) などに 見える 。一 

.  一 

作者 は 自ら 『「地獄」 と 「徒 勞」 とに は、 ある 時期の 作者の 心境が 現 はれて ゐ ると 思 ふ。』 (現代： n 本.. 乂舉全 衆 「白鳥， 

集」 跋.) と 言って ゐ るが、 この 變に 不氣 味な 底知れぬ やうな 氣持 は、 後年の 作品、 戲曲 「人生の 幸 幅」 その他 三 s: の 一 

戲曲ゃ 小說に 於い て は  一 21  曰 深い 奥行 を もって、 時に ス トリ ン ドべ ル ク にまで 肉薄 せんとして ゐる。 

ところで われわれ はしば らく 年譜 (現代 日本 文學 全集 「，11^11^」 所！ §) によって 彼の 生 立ゃ敎 養、 文 舉的閲 歷を迎 

らう。 花 袋の 場合と は 叉ち がった 意味で その 必要が ある やうで ある。 殊に それ は、 彼 自身の 擎 になる ものら しく、 彼 

の內而 生活の 展開の 輪廓 を观 はしめ ると 共に、 叉 不知 不識の il に 彼 自身の 性格 描寫 をも與 へて ゐる。  一 

明治 十二 年、 岡山縣 伊里 村に 生る。 幼少の 頃癎强 し。  - 

明治 十-: へ 年、 村內 の小學 校に 入る。 r 絲、 犬、 猫」 の 縛 入讀. K によって はじめて 文舉 を學 ぶ。 同讀 太に は 「神 は 天地 主宰に 一 

して 人 は 萬 物の 靈長 なり」 とい ふ六ケ 敷い 文章が 編入され てゐ て、 それ を 暗誦 させられた。 

明治 二十 一 年、 隣村の 小學校 高等科へ 入學。 成績よ きも、 阖畫、 算術、 體操を 厭 ふこと 甚し。 

明治 二十 五 年、 春 卒業す。 それより 近隣の 私 熟 「閑ハ 4： 黌」 に 入！ SH-。 池 田 光政 時代よりの 藩校な り。 漢籍 を 主と せり。 二 年 i 

朱滿 にて 返學。 在 m や 中、 近 松 物 、「水 滸傳」 など を讀 み、 2- 取 も 民 友 社の 出版物に 親しむ。  j 

• 明治 二十 七 年、 身 衰弱、 EM 殊に 惡し。 近 村の 某督 敎講. 澥 所に 行き その 敎を 聽 く。 岡 山 市に 寄宿して liw 院に通 ひ、 傍ら、 米 一 
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國官： 敎肺 の 經營せ る 學院に て 英語 を舉 ぶ。 在學約 半歲。 

明治 二十 八 年、 故鄉に 蟄居して 文學 書類 を亂讀 す。 

明治 一 不九 年、 上京。 東京 專門學 校 英語 專修 科に 人學。 夏 大患に 罹り 臥蓐ー 一 ケ 月餘。 

明治 三十 年、 械 村正久 氏に よって 洗 禮を投 けらお、 市ケ 谷の 日本 基督 敎 會の會 員と なった。 內村鑑 n; 氏の 著書 ゃ講. 讽 によつ 

て 感化せられ しこと 尠からず。 

明治 n 一十一 年、 東京 專門學 校に 史學科 新設され 入學。 

明治 三十 一一 年、 史 學科廢 止の ために 文學 科へ 轉 じた。 

明治 三十 四 年、 島 村 抱 月 氏の 指導の 下に、 數 名の 同級生と 共に、 「讀賣 新聞 月曜 附錄」 へ 批評 文 を 寄稿した。 文學部 卒業。 學 

校 附屬の 出版部に 奉職し、 文舉科 講義 錄を 編輯す。 この 年 基督 敎を棄 つ。 

明治 三十 五 年、 出版部 辭職。  . 

明治 三十 六 年、 讀賣 新聞社に 入社。 美術 文藝、 敎 育に 關 した 記事 を ilcs した。 

明治 三十 七 年、 劇評 を はじむ。 r. ぉ寞」 と 題す る 小説 を 「新 小說」 に 載す。 處女 作と いふべ し。 

明治 三十 九 年、 文壇の 風潮 大いに 變 化せん とす。 「讀賣 新聞」 の 文 藝欄は 新時代 を 代表して ゐた。 

明治 四十 年 >  「塵埃」。 世評 大いによ し。 この 短篇に よって 新進作家 として 嘱目 せられた。 

明治 四十 一 年、 「何處 へ 」 「玉 突屋」 「世間 並」 n 一家 族」 等。 

明治 四十 三年、 讀寶 新聞社 退社。 在職 七 年間、 胃弱と 不眠症に 苦しめられた。 「徒 勞」 「微光」。 後者 は 非常な 評判 を た。 

叨治 四十 四 年、 結婚。 「港 人形」 その他。 

大正 四 年、 百日 間 胃腸 病院に 通 ふ。 「入江の ほとり」 その他。 

大正 五 年、 「牛 部屋の 奥 ひ」 「死者 生者」 等" 


大正 七 年、 近年 次第に 執筆 難 を 感じ、 ：：：^ つ 人生に 對 する 倦せ、？ を覺 ゆる こと 甚し G 

大 E 八 年、 十 一 月 歸鄕。 出来る ことなら 文 學を案 て、 都會 生活 を 止めようと 思 ふ。 

大^！^凡年、 鄕 里の 生活に も堪 へられ なくなり、 五月 出立、 諸听 を轉轉 す。 「毒婦の やうな 女 一 「尾花の 蔭」 等。 

大正 十 年、 結局 大 磯に 住む。 「人 さまん-」 「冷 淚」 など。 

大正 十二 年、 「生 まざりし ならば」 等。 

大正 十三 年、 この 年より 數 年間 頻繁に 戲曲を 草す。 「人生の 幸福」 「光秀と 紹巴」 最も 世評 高し。 

大正 十四 年、 長篇 「人 を 殺した が …… 」。 

W 上の 年譜が 示して ゐる やうに、 彼 は 小さい 時分から 「並の 子供」 ではなかった。 前に 引 S した 彼の 貢 葉に よって 

少く とも 彼 自身の 半面 を與 へられて ゐ ると 見られる 「地獄」 の 主人公 は 

小學校 時代から 書物に 親しみ、 又 乳母 や 祖父の 側で 物語 を 聞く の を 好んで ゐ たが、 戶 外の 遊 戲には 少しも 興味 を 持た なかつ 

た。 朋輩に 接する こと も 嫌 ひであった。 「がの 山に は 天狗が 棲んで、 タ 闇に 遊んで る 子供 を 攫って 行く ことがある」 「向 ふの 川 

こま 河童が 居って、 泳いで る 子供の 血 を 吸 ふこと. か ある」 な. とと 聞く につけ、 山 も 川 も 只 恐ろしい ものと なって、 蕨 摘みに も 

水泳ぎ にも 行きた くはなかった。 51^?レ1^憶がょくて、 一度 覺ぇ たこと は 決して 忘わず、 時々 は 夢 を も 長く 覺 えて ゐる ことがあ 

る。 度々 風邪に 摧 つて 發 熱する が、 そんな 時には 屹度 幻の 中に 正體の 分らぬ 異形の 者が 現 はれて、 夜具の 前後左右から、 B 分 

を壓 迫して 來る やうに 感ぜられる。 全癒して 後 も、 幻 は 頭から 拭 ひ 去られない。 成長しても 病んで 發 熱する と、 必ず この 幻が 

空中 こ 現 ま，^ る。 そして 彼 は その 幻に 攻められ ると、 看護の 者に 向って 大きな 者が 來る 大きな 者が 來 ると 叫 J のが 癖で 父 力 

らは 「又 大きな 者が 始まった、 臆病な 奴 だな」 と 笑 はれて ゐた。 

或 日 小學の 教師から、 天狗 も 河童 も 狐 憑 も 皆 無智の 昔 人間の 挤へ 事で、 な は 萬 物の 霞 長で、 人の 道 さへ 踏めば、 世 に 恐ろ 
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しい もの はない と敎 へられた 時 は、 急に 頭が 輕く なった ほレ悅 しかった が、 かの 「大きな 者」 は 教師の 説明で も 消え失せない." 

中學へ 入る 頃から は 最早 「大きな 者」 を 只 妄念と して その 存在 を 認め なくなつ たが、 その代りに 更に 恐ろしい 思 ひに 苛まれろ 

やうに なった。 造傳の 理法、 生理 上の 定則、 此等 を敎師 がら 聞き、 i^s 物ゃ雜 誌で 讀む 度に 自分 は 見 率なる 刑狀 持ちで、 何時 そ 

の虜 となる かも 知れぬ。 

そして 今 彼の 唯 一 の 慰藉 は 人に 見られぬ 部屋で 一 人 讀霄に 耽る ことで ある。 

その 彼の 十八 歳の 頃 は 次の やうに 書かれて ゐる。 

縣立中 gf を 三年 級まで 1  ゼ、 成績 も 群を拔 いて ゐ たので あるが、 繁瑰な 規定の 窮 He なのと、 學 友の 粗暴な 舉動、 圃體 的！？ 制 

の 激しい のに 堪へ かねて、 教師 ゃ保證 人の sm める の も 構 はず、 獨斷で この P 學 院へ轉 校した ので ある。 教場の 深 沈で 束縛 もな 

く、 惡 どい 友人の ない のが 何よりも 悅 しく、 獨り讀 書に 耽って ゐる。 去年の 暮から 一 年越し、 毎 曰曜に 病院へ 通 ひ、 絶えず^ 

藥 して ゐ たが、 此 は それ も 止めた。 初めから i: 者の 診 斷が氣 に 人らなかった ので、 藥の效 目は此 とも 信じて ゐ ない。 i: 者 は 

慢性 胃 加 答兒が 原因で、 神經も 衰弱して ゐる といって、 何時も 相變ら ずの 水 藥と粉 藥とを aK れ るが >  その 病名が 乙 吉には 小股 

であった。 自分 は 胃；^ でも 祌經 衰弱で もない。 眞の病 源 は 後腦の 一部に あるので、 其 處に何 か 有毒 物が 潜んで ゐ るに 違 ひない 

と 確信して ゐる。 そして 二 三 度 i; 者に 向って 所信 を 述べ、 後腦の H み を 示して、 「此處 を 切開して 見て 下さい、 それでなければ 

幾ら 藥を 飲んだ つて 駄目 だと 思 ひます」 と 歎願した。 

これ は、 後に 文 學者を 志す やうな 人が 一 般に その 少時 「並の 子 佻と ちがって ゐる」 程度 を遙 かに 越えて ゐる。 後の 

白鳥の 偏屈 振りが 世の常の 偏屈の 程度 を遙 かに 越えて ゐ たやう に。 

自然主義の 代表的 作家 達 は ー體に 人と しての 「異常 性」 を もつ こと 少ぃ。 一 つ は 自然主義 そのものが 平凡の 讚美で 

あつたから でも ある。 僅かに 泡^が r 變 つて ゐた， T しかし 彼 はかって 火 杉榮が 評した 如く 「偉 火なる-お 鹿」 であつ 


た。 .m 鳥の 變 りゃう は 凡そ この 正 反對 である。 とい ふの は 彼 を 「小さな 利：：」 と 一一 一一 c ふので はない。 彼 は 決して 小利口 

者で はない。 さう いふ 率し さは 彼に は緣 遠い。 私の いふの はさう いふ 意味で はない、 凡そ 馬鹿 氣た ところが 彼に はな 

いとい ふ 意味で ある。 泡 鳴の，：^ ふ 意 氣の强 さと 野性と 人 を， 喊 つたと ころと に は 常 風で ない ものと 共に、 どこかに 人に 

反感 を 感ぜし めない 無 邪氣な 愛嬌が あ つた。 それによ つ て —— そ の ばかばかし さに よって 彼 は その 眞價を 或 時 は不當 

に評價 された。 白鳥の 向 ふ 意 氣の强 さは 人に 反感 を 抱かし める。 と共に、 それが どんな 獨斷 であっても いささか もば 

かば かし さ を 感ぜし めない 或 物 を もって ゐる。 一種の 底力で あり、 力で ある。 そこが、 その ばかばかし さ を 感ぜし 

めない ところが、 人に 反感 を 抱かし める ので ある。 

この 「辛 さ」 は どこから 來 るか。 それ は 彼の 鋭く 冷い 服からの みで はなく、 その 鋭く 冷い^の 一 つの 原 2： でも ある 

ところの ものから 來る。 常に 徹底 を 欲する 劇しい 氣性、 妥協 を 許さぬ 现 想家氣 質。 さう いふ 氣赏 にも かか はらす、 そ 

れが 達せられぬ ところから 来た H ゴ ティ スティックな 一一 ヒ リズム (或は 一一 ヒリ スティックな H ゴ ティ ズ ム )o 

この H ゴ ティ スティックな ニヒリズム は. IJ に 「何 處へ」 の 中に 顯著 にあら はれて ゐる。 この 主人公 营^ 健 次 は 明か 

に 白鳥の 分身で あるが、 その 彼は考 へる、 

「愛せら るる は 幸な り、 愛する もの は 幸な り」 聖人 だの 詩人 だの は 勝手な 定義 を：： ム つて やが る。 少 くも おれに や 適 W 出來ぬ 

こと だ。 愛せられれば 愛せられる 程、 自分に は 寂しくて 力が 拔 けて 孤 獨の 感に堪 へぬ。 いっその こと、 四 方から in 分 を 情んで 

攻めて 来れば、 少し は 張 合が 出来て 面白い が、 撫でられて 舐められて、 そして 生命の ない 生涯、 それが 何に ならう。 「迫？ r- さ 

れる者 は 幸な り」 つてい ふ 此奴 は當 つてる 言葉 だ。 苦しめられようと 泣かされようと、 傷 を 受けて 倒れようと、 生命に 滿 ちた 

生涯、 自分 は それが 欲しい の だ。 
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健 次 は 立 上る の も 物憂 さう に、 かう 考 へて ゐる 中に、 酒が 醒めて 夜風が 冷くな つた。 彼 は 主義に 醉 へず 讀 書に 醉 へず、 酒に 

醉 へず、 女に 醉 へず、 己れ の 才智に も醉 へぬ 身 を、 攝 りで 哀れに 感じた。 自分で 自分の 身が 不憫に なって 睫毛に  一 ii の 淚を堪 

へた。 

更に  、 

E 義も 公道 も 問題 ぢ やない。 自分 を 微溫の 世 から 救 ひ 出して、 筋肉に 熱血 を 迸らす か、 腸まで 蕩£ す もの、 それが in 分の 

唯一 の 救世主 だ。 革命軍に 加って 爆裂 彈に 粉碎 されよう とも、 山賊に 組して 縛 首の 刑に 會 はう とも、 結果が 何で あれ、 名義が 

何で あれ、 自分 を 刺戟す る 最初の ものに 身 を 投げて、 長くても 短くても、 或は 卽 刻に 倒れて しまっても よい。 そして こんな 刺 

戟 物が 自然に 自分の 前に 現 はれねば、 自分 か.， T 進んで 近づいて 行く。 渦が 捲き 込んで 吳れ ねば、 自分で 渦の 中へ 飛び込む。 … 

…戰爭 も 革命 も 北極 探檢も 人間の 返屈醒 ましの 仕事 だ。 平坦の 道に は 倦む が、 瞪達 を攀 上って ゐれ ば、 時 を も 忘れ 欠伸の 出る 

暇 もない。 

「よし 渦へ 入る か 崖をヒ るか」 と、 彼 は ステッキ を 持った 手に 力を入れ たが、 その 手 は 直ぐ 弛んで しま ふ。 社會 のた め 主義 

のた め 理想の ためと 思へば こそ 眞 面目で i 上り も出來 るが、 初めから 退屈 醒 ましと 知って 荆 棘の 中へ 足 を 踏 込める もの か。 

理由 もない のに 獨 りで 血眼に なって 大道 を馳せ 廻れる もの か。 何故 毎日の 出来事、 四方の 境遇、 何 一 つ 自分 を 刺戟し 誘惑し 慮 

にす る ものがない ので あらう。 只 日日 世界の 色 は 褪せ 行き、 幾 萬の 人間の 響 動 は 葦 や 尾花の 戰 ぐと 间 じく 無意義に 聞え る やう 

になった。 自分の 心が 老いた のか、 地球 其 自身が 老い 果てて、 何等の 淸新 の氣も 宿さ なくなつ たので あらう か。 

かう いふ 氣持は 今日で は 一 つの 月並な 型に なって ゐ るが、 しかし 當時 にあって はさう でな く、 明かに. m 烏 その 人と 

その 藝術 境の 獨自性 を 示した ものだった の だ。 

ところで この 一一 ヒリ スティック - H ゴテ イズム は、 彼 を、 一切の 感傷と 浪漫的 理想化から 釋き 放った とい ふ 意味で 


「客觀 的」 にし、 人 問の 卑し さ、 醜 さ、 愚劣 さ を 不敵な 服 を もって 恐る ると ころな く 描かせた 點で、 彼 を 自然主義者 

にした が、 しかし 彼 は 秋聲が 最も 客觀 的であった とい ふ 意味に 於いて は 決して 客觀 的でなかった。 彼 は it ると ころな 

くその 主觀を 露出 させて ゐる。 彼の 作品の 一 つの 面白味 は 主人公の 感想の 叙述で、 そして その 主人公の 感想 は 多く は 

結局 そのままに 作者の 感想で ある。 「私 は隨 筆と も小說 とも 論文と もっかぬ やうな、 十枚內 外の 短い 雜文を 何百 篇と 

なく 書いて ゐる害 だが、 つまり は、 かう いふ 片々 たる 雜 文のう ちに、 私の 作品と しての いい ものが あるので はない か 

と 思 はれる。」 (旣出 「白鳥 集」 跋) と 彼 は 言って ゐ るが、 それが さう 考 へられる の は、 彼が これらの H ッセェ に 於い 

て 最も 端的に 自己の 思 ふところ 感 すると ころ を 自由に 語って ゐ るからで、 小說に 於いても 實 際さう い ふところに 精彩 

が あるので ある。 彼 を雜文 的小說 家と 言っても いい 理由が そこに ある。 

勿論 彼 を雜文 的小說 家と 言 ふ 意味 は 毫も 彼 をけ なした ことに ならぬ。 雜文 的と いふ 一一 一一 C 葉の 聯想が 惡ぃ のなら *  H ッ 

セィ スト 的と 言 ひか へても いい。 同じ ことで ある。 それ は 彼が 長篇に 於いて 比較的 成功して ゐ ない (彼. DZ 身 も 長篇を 

書きた がらない) こと を 語る もので あっても、 彼の 中篇 短篇に 幾多の 傑作 ある こと を 拒ませる もので はない。 

と 言って、 被が 全く 主觀 的な、 勝手 氣 儘に 書きなぐる 人で あると 思ぶならば、 それ も 亦 大きな 誤解で ある。 彼 は 全 

く雜文 的で ない 多くの 作品 を 出して ゐる。 「牛 部屋の 臭 ひ」 「死者 生者」 「毒婦の やうな 女」 「生 まざりし ならば」 等 は 短 

篇 ながら どこから 見ても がっしりして ゐる 作品で ある。 かって 花 袋が 彼に つ い て かう 言って ゐる。 

かれは あら はす 作家でなくて、 つくる 作家ではなかった かと 思った。 ftr しの 創造した 世界に 讀者を 伴れ て 来る ことの 技 If は 

非常にす ぐれて ゐる けれども、 その 書いた もの は、 あま. りこの 實 際に 證券 を 持って ゐる もので はなく はなから うか。 本 常と い 
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ふこと よりも、 如實に 書き あら はすと いふ ことの 方が かれに： 収 つて は 太 切であった ので はなから うか。 (近代の 小説) 

， J の 言葉 は 白鳥 自身 を 語る よりもむ しろ. H 鳥と 花 袋との 藝術的 天禀 の相逮 をお のづ から 語って ゐる 意味で、 私に は 

與 味が あるが、 しかし ここに 花 袋の 言って ゐる こと は必 すし も 間遠って はゐ ない。 上述の 諸 作品が 如何に 如實に その 

境 や 心理 を 描き、 彼の 「創造した 世界に 讀者を 伴れ て」 ゆく ことか。 かう いふ 兎に角 尊 常な 世界の みで はない。 「地 

獄」 や 「徒 勞」 や 「人 を 殺した が …… 」 や、 更に 戯曲 「人生の 幸福」 や r 歡迎 されぬ ER」 などに 於け る やうに、 强： S 

觀 念の 世界 や 偏執 者の 世界、 殺人者の 不氣 味な 心理の 世界 (それ はこ こで は道德 的背責 とい ふやうな 普通の 心理で は 

ない ので ある)、 更に 日常生活に 於け る 日常 性の 褢に 意識と 無意識と のこん がら かりの 問に ある、 一 稀不氣 味な、 コ ン 

ヂ ン ス された 11 神祕 的と か 象徴的と かい ふと 月並になる 11 ^界 (たと へば スト リン ドべ ル クの或 作 口 加の 世界の や 

うな^ 界) へまで 讀者を つれて 行く ので ある。 

以上 私 は 白鳥が 單 なる 自然主義 作家で ない こと を 中心として 說 いた。 元來、 日本に 自然主義 運動が 起った 時には、 

西歐に 於いて は 已 に 全く その 運動が 逼塞し、 文學の 主流 はむしろ それと 對 立した 傾向に 代られて ゐ たので、 常時に 於 

ける 歐羅 巴の 最も 新しい 文舉 思潮に 通じて ゐた鶊 外 や 上田 敏 等が、 自然主義 運動 を 白眼視した 现 由の 一 つ は そこに あ 

つた。 この 白 服 視 は必 すし も 正しくなかった。 2Z 本の 當 時の 社會妝 勢と 精神 生活と はま さしく 自然主義 運動 を 必然的 

な ものと して ゐ たので ある。 しかし 日本 は 明治 以來 欧羅巴の 數 百年 を數十 年で 經 過した ので あるから その 數十 年を數 

年で 經 過す るの は當り 前で、 自然主義 運動 は Y くも 明： m の 末期に 類 勢 を 見せた。 —— ほひリ は 自然主義の 雰圍 I 來の屮 で 

V 學 的出發 をした、 いはば その！^ 嫡子であった。 しかし 彼 は その 氣質 によって、 作(,&となる以前の敎5?{::^體驗 (ここで 


は必 すし もグン ドルフの Bildimgserlebnis を 意味し ない) によって —— 彼が 植村 正久 によって 冼禮を 受け、 內村鑑 

三の 著書 や 講演 に 多大の 感銘 を 受けて ゐた 人であった こと を 注意せ よ — 單な る 自然 主 義者 ではない 自然主義者 とな 

つた。 そして その 點に 於いて 彼 は 今日まで 一 貫して ゐる。 彼 は 最初から 必す しも 自然主義者 でない もの を 示した と 共 

に、 今日に 於いても なほ 自然主義 的な もの を 示して ゐる。 

その 一貫 は 秋聲の 一 貰と は 同じで ない。 秋聲は その 暗い じめじめした 世界に 於いても 常にす ベて を 肯定して ゐる。 

そこに は 反撥と 努力と はない が 溫ぃ思 ひやり が ある。 彼 は 自分の 世界 を かへ はしない が 時の 流れに 從 つて 次次に さま 

ざまな 新しい もの を 受け入れて ゆく。 しかし 白鳥の 場合 はちが ふ。 白鳥の 一貫 は H ゴティ スティック • 一一  ヒ リズムの 

一 貰で ある。 彼の r 圓熟」 も その 固い 殼を柔 く はしない。 秋聲の やうに 時の 流れに 從 つて 次次に 素直に さまざまな 新 

しい もの を 受け入れて ゆく とい ふこと は 彼に はない。 全然ない と は 一一 一 n はない。 (それ は 人 問 として 不可能で ある。) 现 

こ 彼 はち 吊に その 勤勉な 讀書を 怠らない。 しかし 彼に 言 はせ ると 本で も讀 むより 仕方がない ので ある。 さう いひながら- 

實際 仕方がな いんで はない やうに 勤勉に 讀書 すると ころに 彼の 本領 はあり、 それ はやが て、 彼が 固い 殼を 作って すべ 

て を 反撥す る やうに 見えながら 案外 心 を 開いて いろいろな 新しい もの を 受け入れて ゐる ことに もなる らしい が、 しか 

し少 くと も 彼の 「意識」 は それ を 肯定し ないだら う。 その 固い 殼も 奥行 を 深く する こと はでき る。 彼 は その 奥行 を (鉦 

々？， ^くして ゐる やうで ある。 しかし それにして もい つまで も あまりに 固い 殼 である。 
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